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椿山 ヤブツバキ満開 

椿山に植えられている約 400本のヤブツバキが満開で見

頃です。御納所に続く

小径はまるで椿のト

ンネルの様です。4月

中旬頃までが見頃で

すので、早めに鑑賞に

お越しください。 

 

平成２９年度 文化講演会 

 本年度はＮＨＫｅテレ「知恵泉」でおなじみの東京大学

史料編纂所教授の山本博文氏を講師にお迎えして開催い

たします。多数のご参加をお願いいたします。 

・題目：閑谷学校と名君の時代 

・日時：平成 29年 7月 8日（土）13:30～15:00 

・会場：旧閑谷学校（青少年教育センタープレイホール） 

・資料代：1000円（史跡入場料を含む） 

・定員：350人 

  公益財団法人特別史跡旧閑谷学校顕彰保存会     

No,79   史跡管理事務所 ℡･FAX：0869-67-1436 

『閑谷学校研究』発売中 

 毎年刊行しています閑谷学校に関する研究誌『閑谷学校

研究』のバックナンバーがお買い得になって発売中です。

現在第１号～第 19号の在庫があります（第 20号は売り切

れ）。300円/冊（税込）。お買い求めは史跡受付にお申し

つけください。内容についての問い合わせは資料館にご連

絡ください。（資料館 TEL 0869-67-0009） 

 なお、第 21号は６月に刊行予定です。 

 

閑谷論語塾に参加しませんか 

 ４月から

月に１,２

回、国宝の

講堂で論語

を学ぶ「閑

谷論語塾」

が開催されています。開催日当日でも参加可能ですので、

お気軽にお越しください。参加ご希望の方は史跡受付に申

し込みしてください。参加費は大人 810円、65歳以上 610

円、小人 510円です。 

 閑谷あれこれ ～備前焼瓦～ 

 閑谷学校の屋根には、全体で約十万枚の備前焼瓦が使用

されています。地元備前市の特産品として知られる備前焼

ですが、閑谷学校では元禄 14年(1701)に、備前焼瓦を持

つ唯一の建物群として完成して以来、300年以上の間、変

わることなく景観が維持されています。 

元禄時代の瓦のいくつかには、当時の職人がヘラで書い

た字が残されており、閑谷学校

に関わることへの誇りを見る

ことができます。 

現在、その備前焼瓦に関する

特別展が閑谷学校資料館(閑谷

学校史跡内)で開催されていま

す。国宝の丸瓦をはじめ、多数

の文字入り瓦や、瓦窯で焼かれ

た閑谷焼なども展示していま

す。是非一度ご覧になって 

国宝の年銘入り丸瓦  ください。6月 27日まで。 

閑谷学校 行事予定 

平成 29年（～平成 30年 3月） 

＊H29年 4月～H29年 11月：閑谷論語塾 

 基本的に第 1、3土曜日 13:30～14:30 

5月 6､20日、6月 3､17日、7月 1､15日 

8月 5､19日、9月 2、16日、10月 7日、11月 18日 

＊文化講演会 7月 8日（土）13:30～15:00 

＊閑谷おもしろゼミナール 全 3回（13:30～15:00）  

8月 26日、9月 30日、2月 17日  

＊釈菜 10月 21日（土）10:00～13:00 

＊史跡めぐり 12月 9日（土） 

＊読初の儀 1月 4日（木）10:00～11:30 

＊早春を愛でる会 3月 24日（土）9:00～17:00 

 

なお、行事日程は変更になる場合があります。 

詳しくはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://shizutani.jpをご覧ください。 

 

http://shizutani.jp/

